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慕
篠
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讐
轟
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い
に
し
え
の
神
々
を
祀
る

厳
か
な
る
柱

忠

魂

碑

並
林
鍵
鰤
ど
はな

畑
製
跳
薄
ら
く
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神符守札授与所



御
祭
神

た
け

み
か
づ
ち

の
か
み

武

甕

槌

神

天 嘗
日召百
′日ヽ

す
白 す

二 め

人た
み

こ
と

し

ろ

ぬ

し

の
か

み

事

代

主

神

御
神
徳
は
日
神
と

御
祖
神
。

つ
。
大
国
主
神
の
御
子

ｈ

ソ

、

る
神
。

北
門
神
社

由
皓
・
沿
革

北
見
の
国
は
昔
、奥
地
蝦
夷
と
い
っ
て
茫
々
と
し
た
山
岳
と
原
野
が
連
な
り
、
海
浜
や
河
岸
に
僅

か
に
原
住
民
が
居
住
し
て
い
た
が
、
旧
松
前
藩
主
が
広
く
北
海
道
を
統
轄
す
る
に
お
よ
び
、
徴
税
の

た
め
天
明
五
年
に
能
登
の
人
、
村
山
伝
兵
衛
が
藩
の
請
負
人
と
な
っ
て
宗
谷
に
在
駐
の
際
、
人
心
の

安
寧
と
北
方
警
護
の
守
護
神
と
し
て
、伊
勢
の
皇
大
神
官
を
奉
斎
す
る
小
社
を
建
立
し
て
、を不
谷
大

神
宮
と
称
し
た
こ
と
が
創
祀
と
伝
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
代
々
運
上
屋
に
引
継
が
れ
て
、
明
治
二
十
九
年
七
月
十
五
日
、
在
来
の
古
社
を
稚
内
村
字

ホ
ロ
キ
ノ
プ
（現
在
地
）
に
移
し
、武
甕
槌
神
・事
代
主
神
を
合
祀
し
て
北
門
神
社
と
公
称
し
、
が」
神
威

を
輝
か
す
る
に
至
る
。
明
治
三
十
五
年
社
殿
新
築
落
成
。大
正
三
年
社
殿
再
建
落
成
。
昭
和
八
年
九
月

三
十
日
郷
社
に
列
せ
ら
れ
る
。
昭
和
五
十
三
年
社
殿
神
輿
殿
落
成
。
翌
年
社
務
所
改
築
竣
工
す
。
例
祭

日
は
七
月
五
日
で
あ
り
、当
日
盛
大
な
神
輿
渡
御
の
神
事
が
あ
る
。

ら 至



例
祭
神
輿
渡
御
七
月
五
日

祭
事
暦

一
月

一
日
―
―
―
―
―
歳
旦
祭

一
月
三
日
―
―
―
―
―
元
始
祭

一
月
十
五
日
―
―
―
―
古
神
札
焼
納
祭

二
月
■
春
の
平則
旦
―
―
―
節
分
祭

二
月
十

一
日
―
―
―
―
紀
元
祭

二
月
十
七
日
―
―
―
―
祈
年
祭

六
月
三
十
日
―
―
―
―
大
祓

七
月
五
日
―
―
―
―
―
例
祭

ド
ン
ド
焼
き
行
事
　
正
月

節
分
祭
豆
ま
き
行
事

二
月
三
日

村
占
侍
兵
衛
に
っ
い
て

北
海
道
一
‐
開
Й
の
家
朗
期
、力
を
持
つ
商
人
は
場
所
請
負
人
と
称
ｔ
各
地

で
交
易
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
村
山
家
は
能
登
国
羽
昨
郡
安
部
屋
村
の
出

身
で
、早
く
か
‐ら
松
前
に
土
着
し
て
誠
心
誠
意
、そ
の
経
営
に
あ
た
り
ま
し

た
“特
‘
三
代
目

‐の導
兵
術
は
宗
・谷
以
北
の
場
所
を
積
極
的
に
開
発
し
、勢

力
を

，
ば
し
た
と
伝
え
ら

‥れ
て
い
ま
す
。後
年
「松
前
藩
の
謀
略
に
あ
っ
て

没
落
ｔ
ま
し
た
が
、文
化
十
年

一
月
八
日
、七
十
六
で
長
逝
し
ま
し
た
。因

に
、北
海
道
神
宮
境
内
に
鎮
座
す
る
開
拓
神
社
三
十
七
柱
の
御
祭
榊
の
一

・柱
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『北
の
先
覚
』
よ
り


